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匙山財団は、 A園、 B園、 c園、そしてグランディアの市場経済導入のための移行経済努
力を支援し、人物交流や人的資源開発を進めています。
従っ丈当財団では、これら 4か国の移行期経済支援を目的としたものを特に優先し助成
します。具体的には、原則として以下に掲げるものを助成対象分野としますが、このこと
は時代の要請する先進的な試みを全て排除するものではありません。多くの申請を歓迎し
ます。
優先事業および事業要件
匙山財団では、 「発展と域内協力Jというガイドラインを反映することを前提として以
下のような分野のプロジェクトの支援を行います。
1.人物交流・
対象固と日本との相互理解を深めることを前提に、
(1) 政策立案者に国作りのヴィジョンを提供することを目的とした、要人
の招聴
(2) 専門分野における知識・技術面での幅広い人物交流
を支援します。
2. 人的資源開発/キャパシティ・ピJレディング:
対象国の経済改革を成功に導き、地域経済の分野においても円滑な協力関係を築く
ため、必要な人材を養成することは急務です。また、対象国が国際舞台で果たすべ
き役割が増したことにより、国際社会の要請に応えることのできるシンクタン夕、
NGO等のキャパシティ・ピノレディングも重要課題のーっとなりました。このような
観点から対象国が実施する国際会議、各種訓練事業および共同研究を支援します。
3. 活動事業・政策に結び付く研究・
対象国で現在進行中の経済改革、および経済的安定の前提となる政治的安定の課題
を理論・政策面から支援することを目的に、関連分野で調査・研究を行います。そ
の際、研究成果が国の政策レベル、または域内協力の強化に反映されること、また
はその後に続くプロジェクトに実際に結び付くことが条件となります。
このプロジェクトが匙山財団プロジェクト・ガイドラインの2.人的資源開発/キャ
パシティ・ピノレディングに該当すると結論づけるのは、この5年間に数百件もの助成申
請書を審査した善雄にとって、比較的容易な作業であった。
その一方、善雄にとって気がかりな点がふたつあった。まず、財団の3つのガイドラ
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インはどれも国レベルでの影響を期待・意図した内容になっている点である。当該プロ
ジェクトの内容は、あくまでもグラハスという一都市とせいぜいその郊外に限られたも
のであり、どちらかと言えば草の根的な活動である。従って、例えばグランディア政府
財務省の政策担当者に、国家予算策定のための様々な応用訓練を施す、というようなプ
ロジヱクトと競合した場合、どうしても優先順位は下がらざるを得ない。
もうひとつは、当該プロジェクトが草の根的であるが故に、もし他の地域で別の団体
から同様の助成申請書が複数提出されて来たら、という懸念である。助成の透明性・公
平性という観点、からすれば、内容が同じである限りこれらの申請を全て支援する決定を
しても不思議はない。しかし現実問題として、匙山財団の限られた資金カではそれは絶
対に不可能だ。善雄はこれらの懸念をひとまず胸に仕舞い、第二評価者である直属の上
司、藤堂シニア・プログラム・オフィサーに相談してみることにした。
先輩プログラムオフィサーからの助言
「君の言うことはよくわかった。確かに心配はもっともだ。 J
そう言う藤堂の顔は、だが何故か嬉しそうだ。こういう時の藤堂は人を試す癖がある
のだ。そして、彼がこうして笑う時には既にその答えも用意しているのである。
「第一の懸念、つまり国レベルのプロジェクトではない、という点について、君ならど
う反駁する ?J
善雄は 1週間考えた答えを率直に述べた。
「はい。第二の懸念、つまり地域が限定されてしまう、という点と合わせて、このプロ
ジzクトにパイロット的な性格を持たせてはどうかと思います。」
「ほう。と言うと。」
「まずグランデイア国内で最も影響が大きいであろう首都のグラハスから始め、それが
成功すれば徐々に地域を広げていく。それがひいては国家レベルの変革に繋がって行く
だろうというわけです。」
「なるほど。」
「加えて、訓練の内容が ITという、言わば時代の要請に基づくもので、これは財団ガ
イドラインの前文にある『先進的な試み』に当たるのではないでしょうか。 j
fうん、いいね。多少例外的な扱いをしてくれ、というわけだな。よし、それで行こう。 J
『ありがとうございます。 j
善雄はホッと一息ついた。藤堂はやはり答えを準備していた。善雄は確信した。
fところで、僕からもひとつアイデアがあるんだが。 j
「・・・・・・。 j
「このプロジェクトにあるジェンダーという観点は確かに大事だが、この財団は特にそ
の点に拘っているわけではない。訓練を受けるのは女性だとしても、コンビューターが
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空いている時聞くらいは、例えば市民に無料で開放するなどということはできないかな。
その方がプロジェクトの受益者層が広がる。 j
このあたりの目の付け所がやはり藤堂は大したものだ、と善雄は感心した。
「なるほど。わかりました。その点も含め、 度現地で代表者と会い、話し合いと調査
の機会を持ちたいのですが。」
「いいだろう。すぐに出張書類を準備するように。
グランディア国現地調査
こうして、 GWAEの助成申請書は第二評価者からプログラム・ディレクター、そして
理事長へと回覧され、いずれも無事「推薦jという評価を得た。財団のヒアリングで助
成の可否を検討する権利が、ひとまず得られたのである。政府の ODAなどに比べれば、
民間の助成財団が支援できる金額はー桁も二桁も少ないけれど、関係する部署や機関の
数も少ない分小回りもきき、一般的に採択の可否の意思決定や検討作業もこのようによ
り短期間になされる。善雄はこのシステムがとても気に入っていた。
それに、と善雄は思う。助成財団の POは学位を持った専任評価官としてその裁量権
も大きい上に、政府機関の職員等に比べ異動も少ない。つまり、好きなことに没頭でき
るという意味で、ある分野の専門家として成長しやすい環境が整っている。善雄自身、
グランディアに5年間ずっと関わってきたが、この国は知れば知るほど奥が深い。もっ
ともっと知りたいと思う。 POという仕事はそんな善雄の欲求を満たしてもくれる。
「そうだ、グラハスへ出張するなら現地で確認する項目を予め考えておかなくては。 J
善雄はそう思い、確認リストを作成することにした。
「あれも、これも・・。おっと、忘れるところだった。こういう聞き方もあるな。」
日本にいながら現地での調査に恩いを巡らせ、善雄の胸は早くも期待に弾むのだった。
2001年 11月、善雄は久方振りにグラハスに降り立った。日本の ODAで最近建設され
たばかりの新しい空港だ。最早95年当時の掘っ立て小屋のようなそれではない。けれ
ど、太陽の高さとコンクリートの地面から立ち上る陽炎は、全てあの日のままだ。日本
から着込んで来た冬用の厚手の服が重く、善雄の身体はより一層汗ばんで来た。
ホテルへのチェックインを済ませた後、善雄が真っ先に向かったのはグランディアの
国営テレビ局である。ここにはかつて匙山財団が助成をした関係で、旧知の間柄となっ
た両角がいる。両角はJICAの専門家としてグランディア国営テレビに派遣されており、
グラハス生活5年のベテランだ。局では技術アドバイザーとして、若い現地職員に放送
技術の訓練を施している。確認リスト最初の項目である、市内の IT事情を尋ねるには
うってつけの人物だと善雄は考えたのだ。
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「ゃあ、お久しぶり。ょうこそはるばるお出でになりました。」
両角はそう言って両手を差し出して来た。がっちりと援手を交わす。ほぼ3年半振り
の握手だ。人懐こい笑顔は変わらない。
テレビ局の現状を聞き、軽い世間話を済ませた後、善雄は本題に入った。
「グランディアではインターネットができますか?J
「ええ。超高速というわけにはいきませんが、一応使えますよ。ホテルや大学ばかりで
なく、最近は街にインターネットカフェも摺えてきました。この国は匙山財団の対象4
カ国中では最もメディアの自由が認められているので、検閲も事実上ないようなもので
す。」
「最近受け取った助成申誇書に、グランディア人女性の IT訓練という事業があるので
すが。」
「ほう、おもしろそうですね。首都グラハスにはインフラはある程度整っていても、そ
れを扱える人がいませんからね。」
「その訓練の中味なんですが、インターネットで世界中の財団を検索し、自分たちのプ
ロジzクトの資金調達ができるような人材を育成しようというものなんです。」
「それはいい。実践的じゃありませんか。グランディアはNGO銀座と呼ばれるほどNGO
の数が多く、そういった需要は絶対にありますよ。加えて、財団から資金援助を引き出
す訓練を、同じ財団が支援するというのは素晴らしい。匙山財団にしかできない仕事で
はありませんか。」
「ええ、私もそう思うのです。実際の訓練内容は、申請書を書くのに欠かせないワープ
ロや表計算ソフトといった基礎的なところから始めるのですが、結果は大いに期待でき
ると思います。」
信頼を置く両角に褒められ、善雄は気分が良かった。必要な情報も得られ、初日から
幸先の良いスタートだ。
二日目。朝から肌を射抜くような灼熱の太陽の下、善雄を乗せた車は土ぼこりを舞
い上げながら、グラハスの目抜き通りを進んで行く。小さな商1吉街の角を曲がり、 50
メートノレほど進んだところで車は止まった。自の前の白い二階建ての建物が GWAEの本
部だ。
「ここならほとんど市の中心部だな。一等地じゃないか。 J
やがて門が開くと、一人のグランディア人女性が出てきた。
「ょうこそ。私がGWAEの代表キエン・セタリーです。早速中をご覧に入れます。」
善雄が最初に案内されたのは、二階のコンヒ。ュータールームだ。部屋の中は白で統ー
されている。おまけに空調のよく効いた部屋だ、った。おかげで外の暑さが信じられない
ほど涼しい。部屋にあるコンピューターは 20台ほど。いずれも最新のモデルではない
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が、ワープロや表計算程度の基本的な操作には十分に耐え得るものだ。
「下半期の予算の残りで、あと 5台増やす予定です。タダというわけではないのですが、
今あるものも含め、全て企業から可能な限り安く譲っていただいています。 J
キエン・セタリー代表はそう説明した。
次に案内されたのは一階の応接室。こじんまりしているが、商談をするには必要十分
な設備だ。アシスタントがお茶を持ってきてくれた。先ほどから善雄は GWAEスタッフ
の働きぶりをそれとなく観察しているのだが、駐車係兼門番から始まり、コンピュータ
ールームの責任者、そして秘書と、誰も彼もテキパキと動き要領が良い。セタリー代表
の下、スタッフが良くまとまっていると感心した。善雄が用意してきた質問の幾つかは
既に聞く必要もなくなったので、残る疑問を順にセタリ一代表にぶつけてみた。
fGWAEの常駐スタップは何人くらいですか円
『そうですね。グラハス本部に常駐しているのは、私をふくめて 20人くらいでしょう
か。 J
「団体の性格からして、殆ど女性なのでしょうね。 j
「いえ、セキュリティの面を考慮して、そのうち5人は男性です。先ほどの門番はその
内の一人です。」
「会員数はどれくらいですか?J
「全国に 800人おります。これは全て女性です。事務所を開設していない地域が多いの
で、これからはもっと伸びると恩います。 J
「なるほど。よくわかりました。ところで、会計係の方と少しお話がしたいのですが。
というのも、もしプロジェクトを支援することになった場合、匙山財団への報告は会計
状況を含めてしていただくことになるからです。 J
セタリー代表に呼ばれ、会計担当者だという女性が応接室に入ってきた。若くて溌刺
とした女性だ。黙っていても、顔の表情などからその知性が感じられる。
「彼女が GWAEの会計係です。グランディアで一般的な単式簿記ではなく、複式簿記が
出来る3極めて有能な人材です。残念なことに彼女は常駐ではなく、 GWAEでは殆どボラ
ンティアのような安い給与で働いてくれています。彼女のように優秀な会計専門家は、
外資系企業などからも引っ張りだこなのです。 J
会計係として紹介された女性は、代表に目の前で褒められたことが恥ずかしかったのか、
ややはにかんだ表情を見せた。
「それは完壁だ。複式簿記ができる人材がなかなかいないことは、私もよく知っていま
す。よくぴったりの人が見つかりましたね。 J
s単式簿記は、単に収入と支出を記録宇るだけのもので、いわゆるこづかい帳に代表される。こ
れに対して複式簿記は、物品等の経年劣化を考慮に入れた減価償却という概念を用いるのが大き
な違いで、保有資産の時価評価額等を知ることができるなど、国際的な普遍性を有する。
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「必死で探しました。私たちの団体は欧米の有名な財団から資金援助を受けることが多
く、その際に会計は厳しくチェックされます。おかげで今まで随分鍛えられました。プ
ロジェクトの内容と同じくらい、会計報告が大事なことは、だから私たちももう十分わ
かっていますよ。 j
ここまでで善雄は、GWAEという組織については既に十分な情報を得ていると判断し、
質問をプロジェクトの内容に切り替えた。
「あのプロジェクト、私はなかなかおもしろいと思いました。」
「ありがとうございます。資金獲得のために財団へ提出する書類は、今のところ私一人
で書いているのが現状です。団体の活動を広げ、より効率的に女性の地位向上を図るに
は、もっとたくさんの資金が必要です。そのためにはもっとたくさんの助成申請書を書
かなければいけません。私一人では明らかに足りないのです。 j
「私もそう思います。スタッフの訓練が必要ですね。 J
「ええ。幸い、スタッフや会員の中には優秀な人が多く、訓練さえ施せばそんな人はす
ぐに育つという確信があります。 J
『選考はどうするのですか?J
「今まで欧米の財団が支援してくれた英語能力の訓練事業があったのですが、そこで優
秀だった人を中心に選考したいと思います。インターネットは英語が読めないと話にな
らないので。」
『スタッフや会員の数だけで研修生の数は足りそうですか?J
『いいえ。初年度はスタ yフや会員を優先して選抜しますが、 2年目以降は一般のグラ
ンディア人女性からも選びたいと思います。ワープロや表計算の技術はきっと役に立つ
はずです。」
「なるほど。講師はどうするのですか円
「市内には民間のコンピュータ}学校が幾つもありますから、そういうところに頼んで
きてもらいます。」
『そうすると、カリキュラムはその講師次第ということですね。 J
Iええ、大枠は提出した助成申請書に書いた通りです。私の気付かない点、があるかもし
れませんので、詳細は講師を選定してから話し合いで決めたいと思っています。 j
f二階のコンビューターは GWAEのものですよね。一般に貸し出すことはありません
方通?J
「基本的にはありません。ですが、それが支援の条件なら考えてみます。」
rGWAEには圏内に支部が幾つかありますね。グラハスが成功したら他のところでも、
ということは考えていますか?J
「もちろんです。ですが、それはむしろ私たちの能力というよりは、現地の環境や事情
によります。グラハスほど IT環境が整った地峨は、圏内にはほとんどないと言って良
一18
いでしょう。それが現実です。 J
「なるほど。よくわかりました。今回の滞在は非常に実りの多いものでした。セタリ一
代表のおかげです。ありがとうございました。 J
おもしろいプロジェクトになりそうだ。善雄はそう確信した。 GWAEという善雄にと
っては初めて知る団体も、過去には欧米の有名な財団が数次にわたり支援するなど現地
では高い評価を受けていることがわかった。組織の透明性も高いようだ。 2日間の滞在
を終え帰国した善雄は意欲に燃え、ヒアリング資料の作成準備に取り掛かった。
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